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Ⅰ．はじめに
　近年の社会環境等の急激な変化に伴い，子どもの健康
課題が複雑化，顕在化し，子どもが多くの時間を過ごす学
校では，中央教育審議会答申や学校保健安全法等の法整
備に伴い，地域や家庭との連携協力の必要性が強調されて
いる（文部科学省2008）。実際に，子どもの健康課題は学
校だけでは対応しきれない多くの要素を含み１），本来その
問題が生じている地域において，学校と家庭や地域社会が
横の連携と協力により実態に即して解決する必要がある２）。
　学校の場で子どもの健康課題を解決し生活過程を整え
る学校看護を担う専門職は養護教諭である。
　アメリカにおいては，スクールナースが，直接的なケ
ア以外に，保健活動の推進や健康診断と専門医療の照
会，健康的な学校環境づくり，健康増進，保健計画策
定の推進，学校職員・家族・専門職種および地域との
連携を含む７つの中核的な役割を担っている。さらに，
学校保健サービスを統合するチームのリーダーであり
コーディネーターとして多面的な役割機能を果たしてい 
る３），４）。我が国においても，養護教諭に求められる役
割・機能は，学校保健推進の中核的存在として学校組織
を活性化し学校全体での健康づくりを支え，地域も視野
に入れたネットワークを形成し健康づくりをすすめるミ
ドルリーダーである５），６）。かつ，子どもの課題に応じて
地域の関係者との連携を図り，校内に支援体制づくり，
校外にネットワークづくりを進めて，協働での解決支援
を促すコーディネーター７）と言える。特に，児童虐待，
不登校など子どもの抱える問題が重層する場合に，普段
から地域にある社会資源を把握し，キーパーソンとの顔
つなぎや，関係機関や職種とのネットワークづくりを通
して組織を動かし，多面的に問題解決をコーディネート
することが必要である８），９）。
　しかし，学校は学校長を代表とする日本的伝統的な協
働体制で運営されており，実務者間同士で対話をする段
階になかなかいきつかない状況がある10）。現実に，多く
の養護教諭が地域との連携を必要と感じ地域ケアネット
ワークを望んでいる11）。しかし，学校組織風土の影響を
受けつつも子どもの問題に向き合い12），学校組織を乱さ
ないよう専門性を内に潜めながら，非公式な会話の中か
ら苦労をしつつ協働の構築を進めるなど，様々な困難を
抱えている状況がある10）。従って，多くが一人職場にあ
る養護教諭が，有効な理論を自ら取り入れて実践を変革
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　本研究は，地域との連携が必要な子どもの課題の解決に向けて，養護教諭が地域ネットワークづくりを推進し，協働での
子ども支援を具体化する接近方法を明らかにした。熟練者の実践より作成した地域ネットワークづくりを推進する指針をア
クションリサーチに用いて，地域との連携が必要な子どもの課題の解決に困難感を持つ養護教諭３名における４支援事例に
対し，支援検討会を実施した。その対話記録をデータ源に，地域ネットワークづくりの取り組み過程を質的に分析した。
　その結果，養護教諭は，地域との連携が必要な子どもの複雑な問題に関わる踏ん切りがつかない葛藤や，学校内外の関係
者との関係づくりや問題の共有に困難感を抱き踏み込めない躊躇，さらには，地域や家庭の関係者から援助を引き出せな
い困難に直面している特徴が捉えられた。これに対して，養護教諭は，７つの接近方法「意識を解放する」「視点を転換す
る」「関係をつくり変える」「場をつくる」「支援を共有する」「子ども支援の根をはる」「立ち位置を解放する」により，地
域ネットワークづくりを進展させて，協働での子ども支援を促すことが明らかになった。さらに，接近方法について，推進
の鍵となる７つの性質を考察した。
　本研究の知見は，困難感を持つ養護教諭に有用と考えられ，接近方法に関与している研究者の働きをさらに追究すること
により他の養護教諭への活用に貢献できると考える。
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していくことは，実際には難しい現状があると言える。
　以上のような養護教諭が抱える困難さについて，自身
の学校そのものへの適応と一般教師集団との関係の構築
という二重の適応課題をどう乗り越えるのか，同時に，
相手をどう変えていくのか，二つの方向で考えていく必
要があるとされる７），12）。従って，養護教諭が持つ専門
性や独自性ゆえに現場で直面する養護実践上の悩みや困
難に対して，対応策を明らかにする必要がある７）。
　筆者は，先行研究において，熟練の養護教諭が地域と
の連携が必要と判断し，既存の組織では解決できない子
どもの課題を，多面的に解決する地域ネットワークづくり
の実践方法を明らかにした13），14）。さらに，これらを活か
して，今現在地域との連携が必要と気づきなんとかした
いと思いつつ子どもの課題の解決に困難を感じている養
護教諭が，どのようにして困難を乗り越え地域ネットワー
クづくりを推進し，子ども支援の協働化を具体化するの
か，その接近方法を明らかにする必要があると考えた。
これより，学校を拠点とした地域における子どもの包括
的な支援を産み出す方法を明らかにすることができる。
Ⅱ．目　的
　本研究の目的は，学校を拠点に地域との連携が必要な
子どもの課題の解決に向けた，子ども支援の協働化をも
たらす地域ネットワークづくりに対する養護教諭の接近
方法を解明することである。
Ⅲ．用語の定義
子ども支援の協働化：子どもの抱える問題の複雑化に対
応できる支援の仕組みとして，学校保健委員会等の既存の
組織を活かしつつ，学校内外にネットワークづくりを進め，
新たにパートナーとして協働関係を構築することとする７）。
地域ネットワーク：子ども支援の協働化をめざして，生
涯を通じた時間軸，生活の場の拡がりである地域軸の両方
向に，多様な分野の個人や組織が，フォーマルまたはイン
フォーマルに，網の目のようにつながり，交流し，有効な
連携・協働が多様に機能できる状態のこととする13），14），15）。
接近方法：地域との連携が必要な子どもの課題の解決に
向けて，子ども支援の協働化を具体化する上で，直面す
る困難を乗り越えて，地域ネットワークづくりを推進し
ていく方法とする16），17）。
Ⅳ．方　法
１．指針の作成及び活用方法
１）指針の作成過程
　地域ネットワークづくりにより成果をあげた経験を有
する等の要件を満たす熟練した養護教諭１名（以下「熟
練養護教諭」とする）による，校区の異なる３支援事例
を対象とした先行研究13），14）より，地域との連携が必要
な子どもの課題の基準と，アクションリサーチにおける
地域ネットワークづくりを推進する指針を作成した。熟
練養護教諭の地域ネットワークづくりに関わる実践方法
より，「なぜ」「どのようにして」，地域ネットワークづ
くりを推進し子ども支援の協働化を具体化したかという
観点から共通する性質を取り出し接近方法とし，この実
践方法および接近方法より指針を検討した（表１）。ま
た，アクションリサーチにエンハンスメントアプロー
チ17）を採用し，養護教諭が根底にある困難感や価値観
を解放し自己洞察を促す内容を指針に反映させた。
２）指針の内容とアクションリサーチでの活用方法
　指針は，地域との連携が必要な子どもの課題や困難へ
の気づき，養護教諭の自己洞察，価値観の解放，既存の
組織を糸口にした関係者の探索，具体的な計画・準備，
より良い実践の決定，学校内外の関係者との協働のコー
ディネート，支援の観察と評価，関係者と共有された支
援の学校内外へのフィードバック，支援の学校や地域へ
の定着，養護教諭の実践の振り返りや意味づけを促す
内容を含めた（表１）。指針は，エンハンスメントアプ
ローチに類似するKemmis & Mc Taggaetのアクションリ
サーチモデル16）を参考に，研究者の意図と養護教諭に
期待する変化の計画に活用し，進行予定表を作成した。
２．アクションリサーチにおける研究者の立場
　エンハンスメントアプローチは，困難感を持つ養護教
諭に対して自己洞察を深め，実践への自己啓発を意図し
た手法である16），17）。これより，支援検討における対話
を通じて，研究参加者養護教諭が自己洞察を深め，子ど
もの課題に気づきつつ学校組織風土の影響や困難感によ
り話題にすることのなかった問題を自由に語り合い，支
援意識を高め，実践により良い変化を生じさせることを
重視して関わった。同時に，現実の子どもの課題解決に
結びつく知識の提供に努める立場で関わった16），17）。
３．研究参加者及び対象支援事例の選定方法
　先の熟練養護教諭をゲートキーパーに，同一自治体公
立小・中学校で，現在，「地域との連携が必要な子ども
の課題の基準」に当てはまる事例を有し，何とかしたい
と思いつつその解決に困難感を持つ，主体的な研究参加
への同意が得られた校区の異なる養護教諭３名における
４支援事例を選定した。
４．調査方法および期間
　研究参加者養護教諭（以下「養護教諭」とする）が，
支援事例についての困難な出来事やその時々の認識と行
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為，支援検討の振り返り等をつづる活動日誌を紹介しな
がら話し合う，研究者との定期的な支援検討会を，養護
教諭が勤務する保健室において，月２回の頻度で平均
３ヶ月間，１回につき60～120分，６～７回開催した。
対話は同意を得てテープに録音し，逐語録を作成した。
研究者は支援検討の前後に働きかけの意図をつづる活動
記録を作成した。また，現場に精通する熟練養護教諭の
支援検討会への数回の参加を得て，現実に直面する課題
解決を図るとともに支援検討の質の確保に努めた。
　調査期間は平成23年６月～平成23年９月である。
５．分析方法
１）個別分析
　逐語録を養護教諭の認識と行為と研究者のアクションの
意図と行為を時系列に表に振り分けた対話記録にし，研究
者の活動記録の内容をアクションの意図に補足してデータ
源を作成した。次に，全体の流れを熟読し，養護教諭の地
域ネットワークづくりに関わる変化でアクションリサーチの
プロセスを区切り，プロセスレコードを作成し，意味内容
を汲み取りプロセスの命名をし，以下の項目を分析した。
　⑴　養護教諭の困難感
　全体を熟読し，養護教諭が，今現在地域との連携が必
要な子どもの課題の解決に感じている組織風土の影響，
気がかり，躊躇，葛藤17）等の困難内容を抽出要約整理
し，簡潔な文章で表した。
　⑵　地域ネットワークづくりの実践方法
　プロセスレコードから，「なぜ」「どのようにして」地
域ネットワークづくりを進めたか，意味内容のまとまり
を抽出し実践方法コードとし，熟練養護教諭の分析結
果13）を参照して分類整理した。
　⑶　子ども支援の協働化による成果
実践方法コードから成果を読み取り整理した。
　⑷　養護教諭の接近方法
　データ源における養護教諭の認識と行為の変化を要約
整理し，「なぜ」「どのようにして」地域ネットワークづ
くりを推進し子ども支援の協働化を具体化したかという
観点で意味内容を抽出整理した。
２）全体分析
　個別分析結果を共通する性質で統合整理した。
６．真実性・妥当性の確保
　データ収集の過程において，作成したアクションリ
サーチに用いる指針について熟練養護教諭によるチェッ
クを行った。また，養護教諭と６～７回の支援検討を通
表１　アクションリサーチにおいて地域ネットワークづくりを推進する指針の作成過程
熟練養護教諭の地域ネットワークづくりの実践方法
接近方法
アクションリサーチにおいて
地域ネットワークづくりを推進する指針〔進展段階〕 【局面の性質】
問題の気づき
局面１
子どもの問題に気づき，課題を見極
めて，既存の地域との連携の糸口を
見立てる ⑴  学校組織風土を越えて潜在する子
どもの問題を見極めようとする
１．養護教諭との対話を深め，子どもの
課題や自身の実践への自由な語り，自己
洞察を促し，価値観の解放を促す。↓
アセスメント
２．実際にある暗黙の規範との食い違
い，思考と実践のズレ，何となく抱いて
いる気がかり，躊躇，葛藤を含む困難へ
の気づきを促す。↓
組織や関係職種との連携
保健教育の環境整備
局面２
学校内外の既存の組織や職種を足掛
かりに関係者を探索し，子どもの問
題を共有し，解決に向けた計画・体
制づくりを促す
３．管理職との意思疎通，学校内外の関
係者との関係づくり，既存の組織の下調
べなど協働の探索を促す。
↓
子どもの問題を共有できる関係者との協働の探索
⑵  既存の地域組織を足掛かりに協働
の可能性のある関係者を見極めて糸口
を見出す
↓ ４．具体的な計画，準備を促す。
学級担任との協働
指導計画の立案
学校保健組織活動の計画・体制づくり
５．地域ネットワークづくりを推進する
働きかけをして，受け入れられる実践の
決定を促す
↓
多機関協働のコーディネート
職種間協働のコーディネート
関係機関同士の協働のコーディネート
局面３
子どもに関わる関係者を参集して新
たな支援が産出される場づくりを促
し関係者の自律的な支援を共有する
６．学校内外との協働や関係者の参集の
コーディネートを促す。
⑶  地域ネットワークづくりを通して
学校内外の関係者を参集して異なる価
値の遭遇，新たな援助の視点が産出さ
れる場をつくる
↓
多機関協働による支援の学校へのフィードバック
評価のフィードバックによる実践の共有
関係機関同士の協働での成果の学校へのフィードバック
局面４
地域ネットワークづくりを通して産
出された支援を共有し，学校および
地域へのフィードバック，観察，評
価を繰り返す中で，学校の変容を促
す
７．「行動と観察」「リフレクション」
「修正版計画」のサイクルを側面から示
唆的に回す
⑷  学校内外との組織のキーパーソン
との意思疎通を図り得られた援助の視
点を学校にフィードバックし学校組織
への定着を促す
⑸  学校で把握している子どもの健康
実態を関係者と共有することで地域の
課題として関係者が共通認識した取り
組みに活かす
⑹  関係者の自律的な取り組みに対す
る変化を絶えず観察・評価し得られた
成果を学校組織にフィードバックし共
有，継続を促す
↓
地域ネットワークづくりの観察・評価，継続 ８．学校組織に得られた成果のフィード
バックを促す↓
不登校受け入れ体制における支援の継続
評価のフィードバックによる実践の継続
成果を取り込み新たな組織づくり
９．学校組織に生じている新しい文化の
定着を促す。
↓
成果・影響の評価 局面５
実践全体を振り返り，子どもの課題
や協働での支援の成果・影響を評価
し，実践を意味付ける
10．実践のプロセス全体を評価する振り
返りを促し，養護教諭の実践の意味づけ
を図る。
↓
養護教諭の実践への省察
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じて一定時間を費やし，信頼関係の構築に努め，データ
の質の確保を図った。分析の過程において，データ源は
濃密で鮮明な記述（バーンズ&グローブズ2007）に努
めた。逐語録は「事実であるか」，分析結果は「納得で
きるか」について養護教諭によるメンバーチェッキング
を行い，データ内容の真実性を高めた。また，時系列お
よび事例間の継続比較を繰り返し，質的記述的研究に精
通した大学院の指導教員によるスーパーバイスを受け，
分析の妥当性を高めた。
Ⅴ．倫理的配慮
　研究対象となる個人に対して，所属長の承諾を得た上
で，紙面と口頭による研究の趣旨説明，調査への協力に
対する自由意思の保障，個人情報保護および匿名性の確
保，研究を通じて陥る可能性が考えられる苦痛への配慮
の遵守を約束することを伝え，調査への協力の承諾を得
た。尚，研究者の所属機関の倫理審査委員会の承認を得
て実施した。
Ⅵ．結　果
１．研究参加者養護教諭と支援事例の概要
　養護教諭の所属校種は，小学校１名，中学校２名，支
援事例は，３事例が個別支援，１事例が健康教育実践事
例であった。気づいている子どもの課題は，深刻な家庭
背景を持ち兄弟と同様の問題のパターンに気づいて気に
なっている内容や，頻回来室で複雑な家庭の問題があり
子どもからの訴えがなく課題の見立てが必要という内
容，不適応で母親に精神的な問題が心配され家庭への手
立てが必要との判断の内容，子どもの性の問題の根本に
地域に潜在する家庭環境の課題に気づき性教育の必要性
を捉えている内容であった。一方，養護教諭の困難感
は，問題視されず必要以上に介入しない学校組織風土に
ズレを感じつつ子どもの課題に関わる踏ん切りがつかな
い葛藤や，学級担任，保健師等との関係づくりに踏み出
せない躊躇，地域の関係機関や父親からの援助が得られ
ない焦りとの内容であった（表２）。
２ ．産出された地域ネットワークづくりの実践方法と子
ども支援の協働化による成果
　地域ネットワークづくりの実践方法は，子どもの課題
や地域との連携の意義を見立てる局面１，関係者を探索
し困難に向き合い，保健師とつながり，支援の学校への
布石や関係者との合意を形成し計画等を進める局面２，
関係者を参集し支援やつながりを見出す局面３，支援を
共有し，観察，修正等を継続する局面４，実践を振り返
り意味づける局面５へと進展する内容であった（図１）。
　また，子ども支援の協働化による成果は，保健師を含
む学校内外の関係者や管理職，学校組織，家族，保健
室，子ども，養護教諭に得られていた（図１）。
３ ．地域ネットワークづくりに関わる養護教諭の接近方
法
　取り出された接近方法コードは，B１事例38項目，B２
事例26項目，C１事例42項目，D１事例43項目であった。
４支援事例に共通して，「子どもの問題のパターンを整理
して，気がかりを振り返り，踏み込めていない養護教諭自
身の立ち位置に気づく」など18項目，さらに，「意識を解
放する」「視点を転換する」「関係をつくり変える」「場を
つくる」「支援を共有する」「子ども支援の根をはる」「立
ち位置を解放する」の７項目に統合整理された（表３）。
　接近方法の統合結果を図に示して説明する（図１）。
１）「意識を解放する」
　この方法は，地域ネットワークづくりの局面１から局面
２への進展を推進していた。養護教諭が，気づいていた
子どもの問題のパターンを整理し，これまで話題にするこ
とのなかった気がかりを解放し，関係者に踏み込めていな
い養護教諭自身の立ち位置に気づいていた。同時に，子
どもの問題の根本に潜在している問題に着目し，連携協働
への意識を啓発し，校内の養護教諭に対する理解者を認
識して，根底にある支援意識を解放する内容であった。
表２　研究参加者養護教諭と支援事例の概要
研究参加者 B養護教諭（中学校） C養護教諭（中学校） D養護教諭（小学校）
経験年数 21年 22年 ６年
支援事例の
概要
B１事例：進路が決まらないま
ま卒業した兄と同様に無気力で
キレると暴力的になることが気
になっている中３男子個別支援
事例
B２事例：友達がいなく保健室を居場所に
頻回来室をする母子家庭で複雑な背景を持
つ中２女子個別支援事例
C１事例：母親が精神的な問題
を抱え，弟が特別支援学級にい
る，適応指導教室に通う中３女
子個別支援事例
D１事例：若年妊娠や虐待等の問題が潜在してい
る地域の小学校において保健師との協働により性
と生の大切さを伝える健康教育実践事例
地域との連
携が必要と
気づいてい
る子どもの
課題の解決
に向けた養
護教諭の困
難感の内容
深刻な家庭背景を抱え兄弟と同
じような問題のパターンに気づ
いて気になりつつ，校内組織風
土を意識して他機関の保健師と
の連携や，学級担任との関係づ
くりに踏み込めずに躊躇してい
る
複雑な背景を持つ頻回来室の事例の困って
いない様子や，学校が必ずしも地域の関係
機関と連携して取り組めていないことが気
になっていながら養護教諭の仕事を線引き
しており，校内で開かれる児童相談所との
会議に踏ん切りがつかずに参加していず，
生徒指導主任にも遠慮して言えず，このま
まではいけないとも思っている
不適応の事例の進路やその先の
支援に焦りを感じ，さらに母親
の精神的な問題が心配され，家
庭への手立てが必要と判断して
いる事例への地域の援助が引き
出せず，キーパーソンの父親も
呑気でなかなか動かなくて困っ
ている
地域性のある子どもの深刻なケースや小・中学校
を通じた問題のパターンがあることをこの目で見
てきて，子どもの問題の根本に地域に潜在してい
る家庭環境の課題があることに気づく。命や性を
大切にする教育の必要性を感じ，前任校での赤
ちゃん抱っこ体験の復活や保健師との協働を望み
ながら距離感があり，否定的に受け取られるので
はと躊躇して，関係づくりに困難を感じている
31千葉看会誌　VOL.18 No.２ 2012. 12
２）「視点を転換する」
　この方法は局面２を推進していた。養護教諭が学校内
外の既存の組織を足掛かりに関係者を探索し，保健師を
窓口に家庭に関する有効な情報を入手して，協働の糸口
になる関係者を見出し，支援意欲を向上させ動き出す内
容であった。一方で，関係者との問題の共有に困難感を
抱き，一人で動く傾向が葛藤を強めていた。ここで，直
面する困難感に向き合っていき，協働への視点を変える
内容が捉えられた。
３）「関係をつくり変える」
　この方法は，局面２の進展を推進していた。養護教諭
は，熟練者の方法を知り関係者に働きかける勢いをもらい，
表３　アクションリサーチのプロセスと得られた接近方法の統合結果
アクションリサーチのプロセス 接近方法の項目 接近方法の統合結果
連携・協働意識の啓発期（B１①，B２①）
焦燥感を抱えた連携・協働への意識向上期（C１①）
保健師との関係を振り返り連携・協働意識の啓発期（D１①）
保健師との連携・協働の方法の探索期（D１③）
保健師との関係づくりの意識向上期（D１④）
⑴  子どもの問題のパターンを整理して，気がかりを
振り返り，踏み込めていない養護教諭自身の立ち位置
に気づく
⑵  気がかりを解放して，子どもの問題の根本にある
家庭に対する連携・協働への啓発や支援意識を解放す
る
⑶  学校内の養護教諭に対する理解者から行動のきっ
かけをもらう
【意識を解放する】
①  子どもの問題に対する気がかりを解放し，養
護教諭自身の立ち位置を振り返り，校内に理解者
の存在を認識して，連携協働への啓発や，子ども
の問題の根本にある家庭への支援意識を解放する
↓
支援意識の向上期（B１②，B２②）
性の子どもの課題に対する支援意識の向上期（D１②）
性教育に対する意欲の向上期（D１⑤）
↓
情報収集を通じた関係者の探索期（B１③）
関係者との連携への始動期（B２③）
情報収集への再始動期（C１②）
子どもと家庭の観察期（C１③）
子どもと家庭への直接的な支援意識の向上期（C１④）
保健師との関係づくりの始動期（D１⑥）
保健師との関係づくりへの低迷期（D１⑦）
保健師と学級担任との連携・協働への始動期（D１⑧）
⑷  問題を共有できる関係者を探索し協働の糸口を見
出す
⑸  保健師を窓口に学校で生じている子どもの問題の
根本にある家庭の問題や支援情報を知り支援への意欲
を高めて動き出す
⑹  関係者との問題意識の共有に対する困難感と向き
合い，立ち位置を振り返り，機会を作って，相手の立
場を尊重しつつ，意図を伝えて意思疎通をはかる
⑺  連携・協働に対する視点を変える
【視点を転換する】
②  校区の担当保健師を窓口に子どもの根本に関
わる情報を知り，関係者を見出して，問題の共有
に対する困難感と向き合い，連携・協働に対する
視点を変える
↓
組織や関係職種との問題共有への葛藤期（B１④）
養護教諭の立ち位置の葛藤期（B２④）
子どもの課題の見直しと直接的な支援の葛藤期（C１⑤）
困難感に直面する葛藤期（D１⑨）
↓
個人的な情報交換から関係者の参集への発想の転換期（B１⑤）
子どもの課題の捉え直しと計画の修正期（B２⑤）
直接的支援からコーディネートへの発想の転換期（C１⑥）
保健師との協働の視点を変える発想の転換期（D１⑩）
保健師との協働意識の解放期（D１⑪）
↓
関係者の参集への始動期（B１⑥）
校内支援体制づくりに向けての推進期（B２⑥）
保健師との協働の推進期（D１⑫）
⑻  関係者に働きかける勢いをもらう
⑼  困難感や躊躇に対する自身の傾向を認めて動くこ
とを決める
⑽  快いイメージを描いて，躊躇する気持ちを飛び越
えて，関係者にアクセスして，関係者とのこれまでの
関係をつくり変えていく
⑾  行動することで困難感に対する見方が変わり困難
感を作り出している自分の傾向に気づく
【関係をつくり変える】
③  行動への勢いをもらい，躊躇する気持ちを飛
び越えて，関係者にアクセスして，これまでの関
係をつくり変えていき，困難感を作り出している
自分の傾向を知る
↓
接続期（B１⑦）
職種間協働の土俵の実現期（D１⑬）
↓
学校組織への定着の布石期（B１⑧）
校内支援体制づくりへの布石期（B１⑨）
協働での子ども支援の布石期（B１⑩）
指導体制の計画・準備期（D１⑭）
↓
関係者の参集の実現期（B１⑪）
⑿  管理職の承認をもらって安心して動き，学校への
定着を促す
⒀  関係者を出来るだけ参集して，場を共有し，つな
がる効果を実感して，成果の学校へのフィードバック
をする
⒁  関係者と支援を共有して，子どもと家庭の課題解
決に向かう変化を観察，評価する
【場をつくる】
④  管理職の承認，校内職員の同行を得て，学校
内外の関係者を出来る限り参集し，子どもの問題
の解明，新たな援助の視点が産出される場をつく
る↓
成果の学校への反映期（B１⑫） 【支援を共有する】
⑤  関係者の参集から得られた成果を，組織の
キーパーソンとの共有，学校や地域へのフィード
バック，関係者の支援の観察・評価を繰り返し，
定着，継続を促す↓
子ども支援の拡大期（B１⑬）
地域ネットワークづくりの習熟期（B１⑭）
焦燥感の解放および支援の安定期（C１⑦）
⒂  次々と関係者をつなげて地域で子どもを見ていく
根をはる
【子ども支援の根をはる】
⑥  経験できたネットワークづくりの手法を用い
て，次々と関係者をつなげて地域で子どもを見て
いく根をはる↓
解決への結実期（B１⑮）
価値観の解放および実践の省察期（B１⑯）
支援に対する価値観・立ち位置の解放および実践の省察期（B２⑦）
実践の省察期（C１⑧）
協働の価値観の形成および実践の省察期（D１⑮）
⒃  新たな支援のチャンスを活かす
⒄  養護教諭の支援や困難感に対する傾向を振り返り
価値観を解放する
⒅  養護教諭の自らを啓発し積極的に動く立ち位置を
解放する
【立ち位置を解放する】
⑦  困難感に対する自身の傾向を振り返り，価値
観や立ち位置を解放し，新たな支援のチャンスを
活かす
※表中の記号B１はB１事例のこと，①はアクションリサーチのプロセスが１番目であることを示す
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困難感を飛び越えて行動を起こし，関係者との関係をつく
り変える中で，困難感への見方を変える内容が得られた。
４）「場をつくる」
　この方法は，局面２から局面３への進展を推進してい
た。学校内外の関係者の参集に対して，校内の管理職の
承認や校内職員の同行を得るとともに，出来る限り学校
内外の関係者の参集をコーディネートし，子どもの問題
の解明や，新たな援助の視点が産出される場をつくる内
容であった。
５）「支援を共有する」
　この方法は，局面３から局面４への進展を推進してい
た。養護教諭は関係者の参集から得られた成果を，教育
相談主任や学年主任など組織のキーパーソンと共有し学
校や地域にフィードバック，支援の観察，評価を繰り返す
中で，関係者の変容といった支援の定着，継続を促す内
容が捉えられた。一方，C１事例に見られる地域との支援
の共有が得られなかった場合，「意識を解放する」「視点
を転換する」方法に再び戻っていく内容が捉えられた。
６）「子ども支援の根をはる」
この方法は局面４の進展を推進していた。ネットワーク
づくりの手法や効果を実感し，後続する事例において
次々と学校内外の関係者をつなげていた。これより，地
域で子どもを多面的に支援するネットワークを波及させ
ていく内容が得られていた。
７）「立ち位置を解放する」
　この方法は局面４から局面５の進展を推進していた。
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図１　困難感を持つ養護教諭の接近方法および産出された地域ネットワークづくりとその成果
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養護教諭は実践を振り返り意味づけて，困難感に対する
自身の傾向を振り返る内容が捉えられた。さらに，支援
に対する価値観や積極的に動く立ち位置を解放し，新た
に求められるコーディネーターとしての役割をチャンス
と捉えて活かす内容であった。
Ⅶ．考　察
１ ．地域との連携が必要な子どもの課題に対する養護教
諭の困難感の特徴
　養護教諭が捉えた子どもの課題は，熟練者と同様に多
角的な様相があると言える14）。個別支援事例より，校内
では問題視されないが兄弟に共通した問題傾向の背景に
ある家庭の問題が気になる様相，学校不適応や頻回来室
という学校で顕在化する子どもの問題に対して，背景に
潜在する家庭の問題への支援の必要性を考える様相が特
徴と言える。健康教育実践事例より，小・中学校を通じ
て顕在化する子どもの問題のパターンの根本に地域に潜
在する家庭の問題を地域で解決する必要性を見立てる様
相が特徴として捉えられる。これに対して，養護教諭
は，地域との連携が必要な子どもの複雑な問題に関わる
踏ん切りがつかない葛藤や，学校内外の関係者との関係
づくりや問題の共有に困難感を抱き踏み込めない躊躇，
さらには，地域や家庭の関係者から援助を引き出せない
困難に直面している特徴が捉えられる。岸田は，養護教
諭が思春期の健康問題に社会的問題や家族に関する問題
を挙げていることに着目して，多方面から総合的にアセ
スメントして地域社会そのものが子どもを見守れる力を
育むために学校と家庭や地域のネットワークづくりの
必要性を述べている18）。これより，困難を乗り越え地域
ネットワークづくりを推進する養護教諭の接近方法は重
要と言える。
２ ．地域ネットワークづくりに関わる養護教諭の接近方
法の性質
　養護教諭は意識や視点，行動を少しずつ変化させ，関
係者との関係を変え，地域ネットワークを産み出し，根
付かせて，子ども支援の協働化をもたらし，子どもの課
題の解決に接近することが明らかになったと言える。こ
れより，養護教諭の地域ネットワークづくり推進の鍵と
なる接近方法の性質を考察する。
１ ）気がかりを解放し立ち位置を振り返り連携協働への
意識や根底にある支援意識を解放する性質
　困難感を持つ養護教諭では，「意識を解放する」より
ネットワークづくりの起点となる内面の変化が捉えられ
る。すなわち，養護教諭が普段語ることのなかった根底
にある気がかりを解放し，立ち位置を振り返ることが，
連携協働や支援意識を解放することにつながる推進の鍵
と言える。しかし，これはアクションリサーチにより得
られた反応であり，研究者の促進となる働きとして，気
がかりを語れる自由な対話，潜在する問題に着目する働
き，協働できそうな関係者の想起を助ける働きの関与が
示唆される。
２ ）有効な情報の入手により関係者との問題の共有への
困難感に直面し協働への視点を転換する性質
　「視点を転換する」は，養護教諭にとって困難感に向
き合い地域ネットワークづくりを推進する転機として重
要であったと考える。すなわち，保健師からの家庭の情
報といった有効な情報の入手により支援への意欲が向上
し動き始めたことで，関係者との問題の共有への困難感
に直面し，協働への視点を転換する性質が推進の鍵と言
える。これに対して，研究者の促進となる働きに，関係
者の探索を促す働き，困難感に向き合う働き，協働の視
点を投げかける働きの関与が示唆される。
３ ）勢いをもらい関係者に働きかけて新たな関係をつく
り，困難感への見方を変える性質
　「関係をつくり変える」は，養護教諭が行動すること
で困難感を作りだしている自身の傾向に気づき，協働に
対する見方を変え，より良い実践を産み出す方法として
重要と考える。すなわち，行動への勢いをもらい関係者
に働きかけて新たな関係をつくり，困難感への見方を変
える性質が推進の鍵と言える。これに対して，関係者に
働きかける後押し，困難感を飛び越える後押しの関与が
示唆される。
４ ）学校に支援の定着への布石を打ち，関係者のつなが
りを意図的に広げ，多面的支援を産みだす性質
　「場をつくる」は，これまで養護教諭が行いがちな個
人的な情報交換から関係者の参集を通じて組織がつなが
り支援体制を形成する重要な方法と考える。すなわち，
養護教諭が学校に支援の定着への布石を打ち，関係者の
つながりを意図的に広げ多面的支援を産みだす性質が推
進の鍵と言える。これまで，学校内外に支援ネットワー
クを形成することは困難とされている11）が，本研究で
は，学校内外の関係者を参集する場づくりがきっかけと
なり，校内の関係職員の変容をも促すことが示唆される。
５ ）組織のキーパーソンと産出した支援を共有し学校や
地域に定着，変容をもたらす性質
　「支援を共有する」は，養護教諭の地域ネットワーク
づくりにより子ども支援の協働化を具体化する方法とし
て重要と考える。すなわち，教育相談主任や保健師と
いった組織のキーパーソンと産出した支援を共有し学校
や地域に定着，変容をもたらす性質が推進の鍵と言え
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る。この組織のキーパーソンを見いだす働きの関与が示
唆される。
６ ）学校と地域の実務者を縦横につなげて子ども支援の
地域ネットワークを波及させる性質
　「子ども支援の根をはる」は，養護教諭がネットワー
クづくりの手法や効果を後続する事例に波及させて学校
を拠点とした子ども支援のつながりを定着，継続させる
方法として重要である。すなわち，学校組織の縦の関係
と，地域ネットワークづくりにより得られた実務者同士
の横のつながりを後続する事例にも活かし波及させる性
質が推進の鍵と言える。先行研究では養護教諭は子ども
支援ネットワークを望んでいながら踏み出せないとされ
ているが10），11），一旦地域ネットワークが形成されて実務
者同士がつながると，次々と推進が可能になると示唆さ
れる。
７ ）困難に対する自身の傾向を振り返り，啓発する方法
を見出し，実践に根づかせる性質
　養護教諭の一人職としての困難さ７）は本研究におい
ても確認されたが，養護教諭が行動を起こし，実践を通
して自身が作りだしている困難感に気づき，その傾向を
振り返ることが重要と考える。これより，自らを啓発す
る方法を見出し，実践に根づかせる性質が推進の鍵と言
える。これに対し，研究者による実践を振り返り意味づ
ける働きの関与が示唆される。
３．本研究の限界と今後の課題
　本研究の限界は，１名の熟練者の実践を指針とした養
護教諭３名の知見である。しかし，困難感を持つ養護教
諭や子ども支援の関係者に，学校の中でこそ見出せた子
どもの課題を吸い上げ，地域において関係者と支援を統
合し解決に結びつける道筋を示唆するものと考える。今
後，接近方法への関与が示唆された研究者の働きを明ら
かにし，他の養護教諭や他の地域への移転可能性の検討
が課題である。
　本論文は，千葉大学大学院看護学研究科における博士
学位論文の一部を加筆・修正したものである。
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APPROACHES OF SCHOOL NURSES REGARDING THE ESTABLISHMENT OF 
COMMUNITY NETWORKS FOR SUPPORT FOR CHILDREN
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 In the present study, I elucidated the approaches through which school nurses promote the establishment of com-
munity networks and realize support for children based on collaboration with the objective of resolving issues related 
to children that require cooperation with the community. The guideline promoting the establishment of community 
networks that was created based on pioneering research on an expert school nurse were used in action research at 
three different community schools. One-on-one meetings were held with three school nurses who had difficulty in 
resolving issues related to children that required cooperation with the community during which support for four cases 
was discussed. Using verbatim records of these meetings as data, the processes of approaches for the establishment of 
community networks were qualitatively analyzed.
 The results showed that school nurses had the following characteristics: conflict resulting from the inability to 
make decisions on the complex problems related to children that require cooperation with the community, hesitation in 
taking action due to difficulties in developing relationships with personnel at and outside schools and sharing problems, 
and difficulty obtaining assistance from relevant individuals in the community and families. Nonetheless, school nurses 
advanced the establishment of community networks through the seven approaches of “loosening awareness”, “switching 
perspectives”, “modifying relationships”, “creating opportunities”, “sharing support”, “securing support for children”, 
and “loosening stance”, and thereby promoted support for children based on collaboration. Seven key properties for 
promoting these approaches were also discussed.
 The present findings were considered useful for school nurses experiencing difficulties, and further elucidation of 
the actions of the researcher involved in approaches is expected to contribute to their application by other school nurses.
 Note: School nurse （Yogokyouyu）: Teaching staff with a special license to provide support for the health and 
growth and development of children at schools through health management and education.

